
第2267号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2018年12月20日（2）

【
本
部
・
高
倉
一
歩
記
】
11
月

27
日
、
そ
な
エ
リ
ア
東
京
（
江
東

区
）
に
お
い
て
、
本
部
の
職
域
対

策
部
主
催
の
「
ま
ち
の
救
助
隊
チ

ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」
全
体
会
議

が
22
支
部
46
人
の
参
加
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
そ
な
エ
リ
ア
東
京

建
物
内
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
た
災
害
後
72
時
間
を
ど
う
生
き

抜
く
か
を
学
ぶ
体
験
学
習
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。

続
い
て
敷
地
内
を
借
り
て
墨
田

支
部
ハ
ン
マ
ー
ズ
に
よ
る
倒
壊
建

物
か
ら
の
救
助
活
動
、
毛
布
や
衣

類
等
を
使
用
し
た
簡
易
担
架
作

成
、
コ
リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
を
使
用
し

た
ジ
ャ
ッ
キ
体
験
を
参
加
者
は
3

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
験
し
ま

し
た
。
江
東
区
か
ら
お
借
り
し
た

起
震
車
で
の
地
震
体
験
も
初
体
験

の
方
が
多
く
好
評
で
し
た
。
体
験

終
了
後
に
参
加
し
た
各
支
部
か
ら

感
想
や
支
部
で
の
活
動
報
告
を
す

る
意
見
交
流
会
が
開
か
れ
、
参
加

者
か
ら
「
自
分
た
ち
の
支
部
で
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
た
ち
が
体
験
を
通

し
て
命
の
大
切
さ
、
命
を
守
る
私

た
ち
の
運
動
の
重
要
性
な
ど
あ
ら

た
め
て
認
識
で
き
た
取
り
組
み
と

な
り
ま
し
た
。

【
小
平
東
村
山
・
書
記
・
増
田

邦
彦
記
】
多
摩
西
北
地
区
協
議
会

は
、
11
月
29
日
、
羽
村
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
で
「
公
契

約
条
例
制
定
を
め
ざ
し
、
学
習
を

す
す
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開

催
し
ま
し
た
。協
議
会
と
し
て
は
、

昨
年
8
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
参

加
1
0
9
人
）
に
つ
づ
く
取
り
組

み
で
、
前
回
を
上
回
る
1
5
4
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
全
建
総
連
東
京
都
連
・

長
谷
部
書
記
次
長
の
基
調
報
告
。

そ
の
後
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
形
式
で
の
進
行
と
な
り
、
パ

ネ
リ
ス
ト
に
は
公
契
約
制
定
自
治

体
か
ら
鈴
木
恭
智
さ
ん
（
多
摩
市

総
務
部
総
務
契
約
課
課
長
）
、
長

田
周
一
郎
さ
ん
（
国
分
寺
市
職
員

組
合
書
記
長
）
と
組
合
を
代
表
し

て
山
本
浩
さ
ん
（
東
京
都
連
賃
金

対
策
部
長
）
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
は
古
川
景
一
弁
護
士
（
多
摩

市
公
契
約
審
議
会
会
長
）
の
4
人

に
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
本
部
長
か
ら
は
「
労
賃
と
品

質
は
イ
コ
ー
ル
。
現
場
で
働
く
労

働
者
が
安
く
使
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
は
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
保
つ

こ
と
は
で
き
な
い
。
公
契
約
条
例

で
最
低
下
限
額
を
決
め
て
、
よ
り

良
い
仕
事
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
」
と
条
例

の
必
要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
制
定
市
の
状

況
が
わ
か
り
非
常
に
勉
強
に
な
っ

た
」
な
ど
ご
好
評
い
た
だ
き
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

【
渋
谷
・
建

築
大
工
・
伊
藤

勝
伸
記
】
渋
谷

支
部
は
今
年
11

月
1
日
に
創
立

60
周
年
を
迎

え
、11
月
25
日
、

日
本
青
年
館
に

お
い
て
2
部
構

成
で
式
典
と
祝

賀
会
を
行
な
い

ま
し
た
。

式
典
で
は
加

藤
書
記
長
に
よ

る
10
年
間
の
活

動
報
告
を
映
像

と
と
も
に
行
な
い
、
来
賓
の
皆
さ

ん
に
も
好
評
で
し
た
。

第
2
部
の
祝
賀
会
に
は
、
組
合

員
と
そ
の
家
族
1
5
8
人
の
参
加

で
60
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。
メ
イ

ン
企
画
の
一
つ
「
Ｄ
Ｏ
ケ
ン
ち
ゃ

ん
」
の
着
ぐ
る
み
紹
介
で
は
、
今

年
渋
谷
支
部
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
着
ぐ
る
み
を
製
作
し
て
初
め

て
の
お
披
露
目
と
な
り
、
人
気
は

上
々
で
し
た
。
余
興
で
は
、
タ
ヒ

チ
ア
ン
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ

た
多
摩
西
部
支
部
の
元
青
年
部
員

に
感
謝
し
、
お
笑
い
芸
人
タ
イ
ム

マ
シ
ー
ン
3
号
の
方
々
に
よ
り
笑

顔
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
幹
部
役
員
と
し
て
初
め

て
の
周
年
行
事
と
な
り
、
改
め
て

歴
史
を
振
り
返
っ
て

次
の
ス
テ

ッ
プ
に
繋
げ
る
た
め
に
、
私
に
と

っ
て
、
そ
ん
な
60
周
年
と
な
り
ま

し
た
。

【
本
部
・
木
村
潮
人
記
】
11
月

28
日
に
全
建
総
連
・
予
算
要
求
中

央
行
動
が
日
比
谷
図
書
文
化
館
の

ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
、
全
国
42
県

連
・
組
合
か
ら
、
1
2
4
人
の
仲

間
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
の

全
体
集
会
で
情
勢
と
各
省
要
請
の

重
点
を
共
有
、
午
後
に
は
5
つ
の

省
庁
交
渉
が
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

う
ち
、
2
0
1
9
年
度
の
国
保

組
合
へ
の
補
助
金
現
行
水
準
確
保

等
を
要
請
す
る
厚
労
省
交
渉
に
は

64
人
の
仲
間
が
参
加
、
同
省
保
険

局
か
ら
野
村
国
保
課
長
ら
4
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
野
村
課
長
は
医

療
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
「
国
保

制
度
は
市
町
村
国
保
と
国
保
組
合

の
2
つ
の
枠
組
み
に
変
更
は
な

い
」
と
明
言
。
要
請
ハ
ガ
キ
に
つ

い
て
「
文
書
箱
で
1
0
0
箱
以
上

届
い
て
い
る
」
と
報
告
。
「
ハ
ガ

キ
か
ら
は
、
『
建
設
国
保
』
が
組

合
員
の
安
心
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
財
産
・

誇
り
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
受
け

と
め
て
い
る
」
と
語
り
、
年
末
に

か
け
て
の
2
0
1
9
年
度
予
算
編

成
に
向
け
て
は
、
「
財
政
当
局
の

対
応
は
厳
し
く
、
消
費
税
引
き
上

げ
の
診
療
報
酬
へ
の
影
響
も
見
え

て
い
な
い
」と
し
な
が
ら
も
、「
概

算
要
求
で
は
必
要
額
を
要
求
し

た
。
必
要
性
を
強
調
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

【
中
野
・
書
記
・
上
山
将
之
通

信
員
】
11
月
22
日
、
中
野
ゼ
ロ
小

ホ
ー
ル
で
、
「
す
す
め
よ
う
公
契

約
ｉ
ｎ
中
野
」
を
開
催
、
約
2
5

0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
は

中
野
区
公
契
約
条
例
推
進
委
員

会
。
連
合
中
野
と
、
東
京
土
建
、

建
設
ユ
ニ
オ
ン
、
中
野
建
設
が
中

心
で
構
成
し
て
い
る
団
体
で
、
昨

年
11
月
か
ら
会
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

司
会
は
連
合
中
野
の
福
田
事
務

局
長
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、

連
合
東
京
の
傳
田
労
働
政
策
局
長

か
ら
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

山
口
副
委
員
長
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
開
始
。
運
輸
組
合
か
ら
は
、

低
入
札
に
よ
っ
て
清
掃
車
両
が
増

や
せ
な
い
、
低
賃
金
で
若
年
者
が

入
職
し
な
い
こ
と
、
中
野
区
職
労

か
ら
は
、
区
立
学
校
の
給
食
の
安

心
が
担
保
し
き
れ
な
い
こ
と
、
な

ど
が
明
か
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
産

業
の
実
態
は
門
脇
分
会
長
（
の
が

た
）
が
報
告
。
設
計
労
務
単
価
が

現
場
に
波
及
し
て
い
な
い
こ
と
、

賃
金
を
は
じ
め
、
週
休
二
日
な
ど

の
労
働
条
件
を
改
善
し
な
い
と
入

職
者
が
減
り
産
業
が
先
細
る
こ

と
、
な
ど
の
危
機
感
を
訴
え
ま
し

た
。中

野
区
職
労
の
清
家
書
記
長
の

ア
ピ
ー
ル
が
採
択
さ
れ
、
最
後
は

長
浜
委
員
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
。

こ
れ
を
機
に
運
動
を
継
続
さ
せ
、

条
例
制
定
に
つ
な
げ
よ
う
と
意
志

統
一
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

11
月
21
日
、
衆
議
院
議
員
会
館

で
消
費
税
廃
止
各
界
連
絡
会
の
呼

び
か
け
に
よ
る
「
消
費
税
増
税
の

課
題
を
考
え
る
国
会
内
集
会
」
が

開
催
、
全
国
か
ら
2
7
0
人
（
東

京
土
建
は
72
人
）
が
参
加
し
、
学

習
、
交
流
を
行
な
い
ま
し
た
。

冒
頭
、
呼
び
か
け
団
体
を
代
表

し
て
太
田
さ
ん
は
「
1
9
8
9
年

に
消
費
税
が
導
入
さ
れ
、
国
民
は

疲
弊
し
、
大
企
業
、
資
産
家
が
栄

え
て
い
る
の
が
実
態
で
は
な
い

か
。
さ
ら
に
安
倍
首
相
は
来
年
、

消
費
税
を
10
％
に
す
る
と
発
表
し

て
い
る
。
国
民
も
中
小
商
工
業
者

も
大
変
な
事
態
に
な
る
。
消
費
税

の
引
き
上
げ
は
一
切
や
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
10
％
引
き
上
げ
阻
止

の
一
点
で
国
民
的
な
共
同
を
広
げ

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

付
加
価
値
税
を
据
え
置
き
、
法

人
税
率
の
引
き
上
げ
を
行
な
っ
た

韓
国
を
視
察
に
訪
れ
た
「
不
公
平

税
制
を
た
だ
す
会
」
の
菅
隆
徳
税

理
士
、
湖
東
京
至
税
理
士
が
講
演

を
行
な
い
ま
し
た
。そ
の
後
、全
国

各
地
か
ら
の
消
費
税
増
税
を
阻
止

す
る
運
動
の
報
告
が
あ
り
、
た
た

か
え
ば
増
税
阻
止
は
可
能
で
あ
る

と
お
互
い
励
ま
し
合
い
ま
し
た
。

求

人
そ
な
エ
リ
ア
で
学
習

１０％は阻止できる

ナマズナマズ

韓国の税制改革も学ぶ

災
害
後
７２
時
間
を
タ
ブ
レ
で

全国から270人が参加

キ
ャ
ラ
着
ぐ
る
み
披
露

渋
谷
は
６０
年
か
ら
さ
ら
に

そなエリア東京の建物内でタブレット
を使い災害後72時間をどう生き抜くか
を体験しました

タヒチアンダンスで盛り上げる

ハ
ガ
キ
は
１
０
０
箱
超

全
建
総
連
が
予
算
要
求
で
行
動

門
脇
さ
ん
実
態
報
告

前回越えるシンポ

中野

先行２市の職員招き

パネルディスカッションで深める

２
５
０
人
参
加
で
意
志
統
一

発言する山口副委員長（中野）

作
ろ
う
活
か
そ
う
公
契
約
条
例

作
ろ
う
活
か
そ
う
公
契
約
条
例

多
摩
西
北


